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Ｒ６年度 九州文化学園調理師専門学校 学校関係者評価  

職員自己評価集計結果 
実施期間 令和６年12月17日(火)～令和6年12月25日(水)        実施職員 6人 

【評価基準】 

４：十分達成している ３：達成している ２：あまり達成されていない １：ほとんど達成されていない 

 

１ 教育活動 
計画の概要 

＜教育活動の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

建学の精神と理念に基づき、社会に貢献しうる調理師の育成を目指す。 

＜計画の概要＞ 

即戦力を意識したカリキュラムの充実と学生レストランを年間 7 回開催するなど調理師としての総合実践力を育成

する。調理師免許以外に介護食士3級・色彩コーディネーター・ラッピングコーディネーター・カフェクリエーターな

ど資格取得が出来るカリキュラムを継続する。 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 

即戦力強化を意識した 

カリキュラムの充実 

✓ 西洋・中華・日本料理の基礎から応用までの調理実習と高度調理実

習の実施 

✓ レストランプロデュース・カップリングカフェ＆リカー・フードサ

ービス実習・接遇作法Ⅱの充実 

✓ 資格取得(カフェクリエーター・ラッピング・介護食士・色彩・サー

ビス接遇) 

✓ 調理関連学習(テーブルマナー・テーブルセッティング・シュガー

デコレーション・介護食士3級)の実施 

✓ 卒業生講師の積極的な採用 

 
 
 
 
4.0 

インターンシップの実施 ✓ 1年生春期休暇中7日間・2年生夏季休暇中15日間実施 

✓ 学生が自主的に計画し実施できるような体制をつくり、就職への足

掛かりとする 

✓ 就職も見据えた受け入れ企業の開拓 

4.0 

 

学生レストラン 

メランジェの実施 

✓ 年7回の実施と充実 

✓ フードサービス実習と集団給食実習の充実 4.0 

【課題・今後の改善策・特記事項など】 

〇ラッピング協会がR7年 3月に閉鎖されることでラッピングクリエーターの資格取得が不可となる。 

 ただし、授業だけは継続を依頼している。 

〇大変だけど、この学校を選んでよかったと思ってもらえるようにサポートをしたいが、なかなかその 

 思いが伝わらないことが多い。介入しすぎず放置はしない、適度な声掛けが出来るスキルを自分でも 

 勉強したいと思う。 

 

２ 教学組織の新設・募集停止・改組・定員管理等 
計画の概要 

＜教育活動の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

修学支援新制度の対象校としての機関要件の一つである在学生数を募集定員の50％以上にする 

＜計画の概要＞ 

 過去の入学者数を考慮すると現行の定員40名を定員30名に変更する 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 

募集定員減 レ 9月の「始めの会」で検討し、12月の学園理事会で提案する 

  長崎県国保健康増進課および学事振興課へ承認申請書を提出 

  次年度の募集要項を変更する 

3.0 

【課題・今後の改善策・特記事項など】 

〇現在、申請中である 

 

３ 学生の支援活動 
計画の概要 

＜支援活動の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

 学生が将来の目標に向かって、充実した学生生活を送る。 

＜計画の概要＞ 



2 

教育に関する支援は、「5）教育活動の取組」をしていく。経済的な支援活動は、修学支援新制度と本学院独自の学

生サポート制度の周知と適切な対応に努める。さらに就職や学校生活での支援など各関係機関や家庭と連携を取りな

がら、充実した学生生活を送ることが出来るようにサポートしていく。 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 

修学支援新制度 ✓ 学生及び保護者への周知と適切な対応 4.0 
学生サポート制度 ✓ 学生及び保護者への周知と適切な対応 

就職支援 ✓ 求人票など情報提供を確実にする 

✓ 面接指導および就職試験報告書の作成と有効活用 

✓ ハローワークとの連携 

✓ 講師・卒業生の勤務先との連携 

✓ 大手ホテルへの就職先開拓、企業奨学金の新規開設準備 

 

 
3.3 

スクールカウンセラー 

 

✓ 毎週月曜日午後にカウンセラーの来校、秘密の遵守 

✓ 生活相談に関しては、随時、生活相談員と連携した早めの対応 3.7 

留学生対応 

 

 

✓ 特定技能試験合格へサポートおよび就職支援 

✓ 日本語の学習時間を設定 

✓ アルバイト先の紹介 

3.3 

家庭との連携 ✓ 1年保護者会の実施(7月) 

✓ 学生レストランへの招待 

✓ 卒業記念食事会への招待 

✓ 電話連絡およびプリント配布による情報共有 

3.7 

【課題・今後の改善策・特記事項など】 

〇修学支援を受けている学生の中には遅刻が多く、居眠りなどの授業態度にやる気が見られないなど 

 指導しても効果が見られない。適度に親御さんと連絡をとり家庭での指導を促している。 

 

４ 学生募集・広報活動 
計画の概要 

＜募集・広報の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

募集定員40人を確保する。 

＜計画の概要＞ 

魅力的で効果的な情報を積極的に発信する。そのためGoogle アナリティクスの利用および新入生やオープンキャン

パス参加者にアンケートを実施してホームページやパンフレットなどの改善に繋げる。また、学生による情報発信も取

り入れるなど、高校生のニーズに合わせた情報を発信する。留学生の募集に関してガイドブックやホームページを改訂

し、留学生用のオープンキャンパスを開催する。日本語学院などとの情報交換を強化する。全ての取組において外部の

情報を収集しながら見直しと改善を図る。 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 

情報発信 ✓ ホームページの更新(週1回) 

✓ Instagramの更新(週2回)と学生による発信を取り入れる 

✓ 動画(15秒・30秒・1分)による情報発信 

✓ 進路ガイダンスへの参加と内容の見直し 

✓ 学校案内パンフレットの見直し 

✓ 留学生用ガイドブックと関連ホームページの改訂 

✓ 進学情報誌および新聞広告の見直し 

✓ 路線バス(西肥バス)での車内アナウンス継続 

 

3.7 

オープンキャンパス ✓ 年間8回実施(内容を変えて実施) 

✓ 高校生参加者の目標数は年間80人(高校3年生は60人)以上 

✓ 案内用ポスターおよびチラシ作製・配布 

✓ 留学生向けのオープンキャンパスの実施 

3.8 

体験入学 ✓ 年間4校以上受け入れる  

3.8 
高校生料理コンテスト ✓ 高校生料理コンテストの継続とマスコミの活用 

ガイダンス ✓ 参加するガイダンスの見直し 

高校訪問 ✓ 訪問期間と配布資料の見直し 

指定校推薦制度 ✓ 指定する高校の見直し 

募集要項 ✓ 募集要項の見直しおよび校納金の検討 

【課題・今後の改善策・特記事項など】 

〇体験入学やガイダンス・民間講師の依頼には積極的に参加し本校のPRに努めている。 

〇地域行事に参加することで、そこから学校行事へとつながり口コミが広がっていくと感じました。 

 今年度もコミセン祭からメランジェへの来客へとつながったので、そこから本校を知ってもらい 

 高校生そしてその保護者まで、よい口コミになればと思います。 
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５ 教職員の人材開発（FD・SD） 
計画の概要 

＜人材開発の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

建学の精神をベースとした魅力的な教育活動を展開できる教職員チームをつくいる。 

＜計画の概要＞ 

建学の精神をベースとした教育活動の展開をするために、教職員は「もてなしの心を育む」「人に生きる力を与える

学校」「面倒見のいい学校」「地域貢献」「SDGs推進」など九州文化学園基本スタンスを実践に結び付ける意識と日々

の研鑽を積む。そのため、職員は年2回以上の研修会や講習会等に参加し、そこで得た知識や情報を全職員で情報を

共有できるようにする。場合によっては報告会を開く。また、法人本部人事課など学園内の他部門とも人事に関する

情報の共有を図る。 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 

指導力向上のための研修会 ✓ 講師会総会での「建学の精神」の共有・浸透を図るとともに教育

目標の確認 

✓ 夏季休業を利用した地元企業での研修 

✓ 実習時に残った食材を利用したレシピの開発 

✓ 全国調理師養成施設協会関連の研修会 

✓ 全国調理職業訓練協会関連の研修会 

✓ 参加した研修についての報告または伝達講習を開催 

 
 
 
2.8 

学校運営に関する研修会 ✓ 県専各連研修会参加 

✓ 高校教員との意見交換会参加 

✓ 教育に関する企業の研修会等の開催 

3.5 

研修会の情報収集 ✓ 食に関する企業との情報共有および相互協力体制の強化 

✓ 学園内の連携による研修会の開催および研修会の情報共有 

✓ 全国調理師養成施設協会、全国調理職業訓練協会との連携 

✓ 他の教育機関および学園内での連携 

3.2 

学園内での研修会 ✓ 食物分野に関する連絡協議会 

✓ 学園内で開催される研修会への参加 2.8 

法人本部人事課との情報共有 ✓ 法人本部人事課との人事に関する情報の共有を図る 

【課題・今後の改善策・特記事項など】 

〇時間的に余裕がなく、研修の場に参加できない状況である。 

 

６ ステークホルダーとの連携強化 
計画の概要 

＜連携強化の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

ステークホルダーとの連携強化により相互の信頼関係を築き、充実した教育活動と学生支援活動を実践する。そし

て安定した学生募集活動につなげる。 

＜計画の概要＞ 

 関係機関や地域の行事に積極的に参加する。料理教室などの学校行事には、関連企業に協賛や後援をお願いし、多

くの方に参加していただき行事を盛り上げ、地域社会に調理の魅力をアピールする。 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 

保護者等家庭との関係性強化 ✓ 1年保護者会の実施(7月) 

✓ 学生レストランへの招待 

✓ 卒業記念食事会への招待 

✓ 電話連絡およびプリント配布による情報共有 

3.7 

全日本司厨士協会等との連携 ✓ 全日本司厨士協会との連携 

✓ 全国調理師養成施設協会との連携 

✓ 全国調理職業訓練協会との連携 

3.0 

同窓会との連携 ✓ 設備の補充および新設への協力体制作り 

✓ 同窓会連絡網の整備 

✓ LINEを利用した学生募集などの情報発信 

2.8 

 

地域社会との連携 

 

✓ 南地区自治協議会および藤原町2組との連携 

(南地区コミセン祭りへの参加、学園祭、地域清掃ボランティア) 

✓ 地域の子ども会との連携として「小学生料理教室」の開催 

4.0 

地域関連企業との連携 ✓ 地産地消の推進、地元食品を利用した調理実習 

✓ 地元企業の調理器具を利用した料理教室開催 

✓ 地元企業と協賛・後援の高校生料理コンテストの開催 

3.2 

 
学園内の連携 ✓ 食物分野に関する連絡協議会との連携 

 



4 

７ 学園内の連携促進 
計画の概要 

＜連携の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

学園内の連携促進により、充実した教育活動と学生支援活動を実践する。 

＜計画の概要＞ 

法人本部および学園内の他部門の行事・会議・研究活動へ積極的に参加および協力をする。そのために行事ごとに

担当責任者を決め全職員で情報を共有し対応する組織の体制を作る。本校の行事および情報等も学園内に発信し、理

解と協力を得るようにする。 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 

食物分野に関する連絡協議会 ✓ 会議の内容を全職員で共有する（議事録等の回覧） 

✓ 本校の現状と今後の計画を他部門に発信し、理解と協力を得る 

 

 

3.5 

 

 

学園責任者連絡会 ✓ 会議の内容を全職員で共有する（議事録等の回覧） 

✓ 本校の現状と今後の計画を他部門に発信し、理解と協力を得る 

学園募集担当者会 ✓ 会議の内容を全職員で共有する（議事録等の回覧） 

✓ 本校の現状と今後の計画を他部門に発信し、理解と協力を得る 

SDGs連絡協議会 

 

✓ 会議の内容を全職員で共有する（議事録等の回覧） 

✓ 年間の行事計画の設定と学生・職員への周知 

✓ 学園SDGs推進フェスティバルへの積極的参加 

茶道大会 ✓ 茶道大会をはじめとする各部門の茶道大会等へ積極的に参加する 3.8 

九州文化学園高校進路指導 ✓ 体験入学・進路ガイダンス・オープンスクールで保護者への説明 

他部門の行事・調査研究等 ✓ 他部門からの依頼された行事および調査研究への積極的参加と協

力 

歯科衛生士学院との連携 ✓ 学園祭の共同開催 

✓ 学院生の調理実習の実施(1・2年生、年2回ずつ) 

✓ 防災訓練の共同実施 

✓ 集団給食実習への食事注文協力依頼 

✓ 歯科衛生士学院の行事に関する弁当・菓子の注文依頼 

4.0 

 

８ SDGsの推進 
計画の概要 

＜SDGs推進の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

より住みやすい社会を築くためにSDGs推進活動に取り組み、より多くの人が主体的に行動するようになることを

目的とする。特に歯科衛生士の立場から「すべての人に健康と福祉を」という目標への取組が重要である。 

＜計画の概要＞ 

職員と学生が地域と連携したSDGs推進活動を意識し、日々の調理実習・学校行事・地域行事へ参加しながら改善

していく。学園全体でSDGs推進にも主体的に取組む体制をつくる。 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 

SDGs推進の周知と学習 ✓ 年度初めにSDGs推進の周知。ホームルームで資料等配布して

啓蒙する 

✓ SDGs推進行事への参加 

3.5 

食物ロス減少活動 ✓ 実習時に残った食材を利用したレシピの開発 3.7 

地産地消の推進 ✓ 地元食品を利用した調理実習 

小学生料理教室開催 ✓ 小学生対象で夏休み期間中に料理教室を開催する 4.0 

高校生料理コンテスト ✓ 県内の高校生を対象に料理コンテストの開催する 

地域行事への参加・地域清 

 

✓ 佐世保南地区コミセン祭りへの参加 

✓ 地域清掃活動を年4回実施する 3.5 

ペットボトルキャップ回収 ✓ ペットボトルを回収してワクチンに交換する 

 

９ 管理運営と業務・経費効率化 
計画の概要 

＜管理運営と効率化の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

 管理運営と業務・経費の効率化により健全な学校経営を実行していくことで、地域社会の信頼と社会貢献度の向上

に繋げていく。 

＜計画の概要＞ 

修学支援新制度の適切な対応に心がける。また、本校独自の学生サポート制度も検証を行い今後の在り方を検討して

いく。電気料金やガス料金との値上げが続いているので、毎月の料金の見える化を行い省エネについて職員や学生に浸

透させていく。さらに、文書の適切な管理および情報セキュリティポリシーの徹底もしっかりと行っていく。ウィルス

感染予防対策に関してもこれまでと同様に関係機関と連携しながら対応していく。 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 
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予算の適切な執行 ✓ 中期計画に則した予算編成と適正な執行と常に支出の見直しを

図る 

 
 
 
3.3 

修学支援新制度 ✓ 修学支援新制度の適切な対応に心がける 

学生サポート制度 ✓ 学生サポート制度について、検証を行い今後の計画を立てる 

省エネ推進活動 ✓ 料金の見える化と昨年との比較 

規則・規程の適切な管理と運用

体制の確認 

✓ 年度当初に規則・規程や文書の適切な管理と運用体制の確認を

行い、夏季休業中に見直しおよび確実な整備を行う。 

情報セキュリティマネジメン

ト 

✓ 情報資産管理台帳の見直しと整理 

✓ 情報セキュリティポリシーの周知徹底 3.5 

学内組織や構成員間の 

情報伝達・共有の円滑化 

 

✓ 学内メール便の有効活用 

✓ 学内 Gmailでの適切な情報データの共有 

✓ 共有フォルダの見直しと整理 

ウィルス感染予防対策 ✓ 関係機関との連携強化 

✓ 新型コロナウイルス感染予防の徹底 

✓ 正しい情報の収集と適切な判断および対応 

3.5 

 

10 施設・設備・システム等の環境整備 
計画の概要 

＜環境整備の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

 環境整備により、学生が安全に安心して教育活動および学校生活を送れるようにする。また、職員も安全に安心し

て業務に専念できるようにする。それがステークホルダーからの信頼にもつながる。 

＜計画の概要＞ 

安全第一主義で施設設備の点検を実施する。異常または不安な箇所が出た場合は、専門業者と連絡をとり早めの対

応に心がける。また急を要しない場合には中長期的に修繕・修理・更新等の計画を立て実行していく。 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 

施設設備の定期点検実施 ✓ 毎日の清掃時間における点検の実施 

✓ 毎月 1回の定期点検と報告 

✓ 消防署立ち入り検査、貯水槽清掃点検、消防設備点検等適切に対

応する 
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ICT環境整備 ✓ 先進校等の情報を収集し中期計画を作成する 

環境美化 ✓ 校舎周りの樹木剪定と清掃 

✓ 四季の草花を楽しめる環境つくりに取り組む 3.8 

 

11 点検評価 
計画の概要 

＜点検評価の目的（最終的に成し遂げたい事柄）＞ 

 点検と評価を繰り返しながら次の行動に移していくことで、組織力が向上し、学生や保護者そして地域からの信頼

を得ることに繋げる。 

＜計画の概要＞ 

令和6(2024)年度事業計画に基づき教育活動および学校運営を展開していく中で、テーマや行事ごとに現状と課題を

把握し整理して次の取組までに改善していく。具体的には「いつまで、だれが、どこまで取り組むのか」実施する時

期や組織体制を明確にして実行する。学生や職員の自己評価および学校関係者評価委員の評価項目の内容も現状に合

ったものであるか検証し、見直して実施する。 

項目名・取組名 具体的取組・目標 評価 

学校関係者評価委員会 ✓ 年 2回(8月と 2月)に開催する 

✓ 評価委員会資料の内容は、令和 5(2023)年度事業計画の項目に合

わせて作成する 

✓ 学校関係者評価委員には、現状を把握のため来校していただく

機会を多く持つ 
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学生自己評価 ✓ 全学年の学生に対して 11月下旬に実施する 4.0 

職員自己評価 ✓ 学生の自己評価を確認して 12月中旬に実施する 

学事振興課への報告 ✓ 令和 6(2024)年度学校評価報告書を 3月上旬に提出する 4.0 

ホームページ掲載 ✓ 令和 6(2024)年度学校評価結果を 3 月下旬に本校ホームページ

に掲載し公表する 

事業報告と事業計画の作成 ✓ 令和 7(2025)年度事業計画書は 3月初旬、令和 6(2024)年度事業

報告書は 4月下旬に作成する 
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